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日本産上部白亜紀タマキ貝属について

尚綱高田代正之

はじめに

タマキ貝(GlycymerisDAノCOSTA)

属は、公海性の浅海に住む二枚貝の一つとし

てよく知られている。現生のクマキ貝属は、

日本逓毎では、タマキ貝をはじめとして約

20種近くあるが、本県では、天草下島の西

海岸付近をのぞいては、あまり採集できない。

有明海不知火海が、内湾性の強い海である

たぬであろう。

タマキ貝属は、中生代下部白亜紀に出現し

ており、最古の種は、ヨーロッペのネオコミ

アン階より産する(G.marullensis

(LEYMERIE))。日本の下部白亜紀からは、

岩手県宮古のアプチアンーアルピアン階より

G・haipensisHAYAMIG・densi-

lineataが知られている。叉上部白亜紀の

種では、日本産のものとして、次の六種（四

種二変種）が記救されてきた。

G.hokkaidoensis(YABEandNAGAO)

G・Irokkaida3nsisvanrnultioostataMjAO

G・amakaidoensisNAGAO

G･amakusensisvar.solidaNAGAO

G.kogataICHIKAWAandMAEDA

G-shinci過戊msisICFm〈AmandMAEDA

私は、本県天草地方の上部白亜系御所浦層

群と姫浦層群の化石を比較しているうちに、

両層群の動物相が､G.amakusensisC種、

変種の差異はあるが）をのぞけば、ほとんど

共通種又は属を持た茄いことを知ると同時に、

このタマキ貝の共通性に疑問をもった。そこ

で、これまで記紋されてきた日本各地の種を

集め、その再検討をこころみた。その結果

日本の白亜紀のタマキ貝属は、アブ．チアンー

セノマニアンに特徴的なG.densilineata

のグループ'(Hanaia亜属)oサントニアン

ーコニアシアンに特徴的なG.mu11icostata

のグループ(Glycymerita亜属)o上部

白亜紀（チユーロニアン以後）に特徴的で、

現棲の種と関連すると思われるG.amakuse-

nsisのグループ（Veletuceta？亜属）

と、御船層群（チユーロニアン）のみに現わ

れるG.mifunensisn.sp.M・S･のグル

ープ（新亜属と考える）の四グループ．にわけ

られることが判った。

次に、それぞれのグループ．（亜属）の特徴

と、それらに属する日本産上部白亜紀夕マキ

貝について記し、それらの系統的な関係につ

いて、私見を加えてみたいと思うへこの研究

の正式な記載は、さらに検討を加え近と行な

うつもりである。

なお、本研究にあたり、熊大の田村実先生

には、終始懇切なる御指導を頂だいた。九大

の速水格先生エリ貴重なる御意見御助言を

たまわった。又、熊大の天野昌久先生、国立

博物館の小畠郁生先生大分県の野田雅之先

生からは、各地の化石産地等につき御教示い

ただいた。これらの先生方に、ことに厚く感

謝の意を表する。

タマキ貝属について

本属は、二枚貝（斧足）綱、多歯目、フネ

ガイ起科、タマキガイ科に属する公海浅海性

の貝である。本属の特徴は、円形、亜三角形

亜四角形の外形をもつ、機頂は略中央に位置

し、三角形のじん帯受には通常数本の山形の

溝がある、三角形のじん帯受の頂点は殻頂下

にあり、通常、やや後方寄り（三角形のじん

帯受に対して）である。歯板は、対称的にア

ーチし、その上には多数のかぎ形に曲った歯
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的

タマキ日展殉内型

がある。内腹緑は細かくきざまれる。肉柱痕

は、前方のものが大きく、外套湾入はない。

殻表は、多数の放射状筋又は細脈をもつ、現

生のものはふつう、ピロート・状の殻皮でおお

われ、しばしば、いなずま模様の色わけがみ

られる。

虹のL(1945)は、タマキ貝科として

15の属、亜,属をあげている。そのうち、白

亜紀に現われたものは、タマキ貝属としては，

Glycymeris亜属oGlycymerita亜属‘

Postligata亜属Veletuceta亜属。

がある。又、速水（1965）は宮古の

Gdensilineataを1霊種として、Hanaia

m堀を設定した。後でのべる御船層群産のタ

マキ貝類は、おそらく新亜属となりうる特徴

をもっており、これを加えると、白m紀のタ

マキ貝属は、六亜属となり、そのうちの四亜

属が日本の白亜系かりも現われるのである。

除【H.)solid*Md月0（覇

Hanaia亜属

CGdensilineataのグループ"]

との亜属にはいる種として、

G･densi・lineataNAGAO

アプチアンーアルピアン岩手県宮古屑群

G・haipensisHAYAME

アプチアン 岩手県宮古層群

G.matsumotoiM．S，

アルピアン？熊本県砥用（宮地胴）

G.solidaNAGAO(変種を種に昇格）

アルピアンーセノマニアン御所浦層群

G.hokkaidoensisCYABE&NAGAO)

セノマニアン 北海道三笠砂岩

の5種が日本より産する。

この亜属の特徴について、速水（1965）

は殻表の放射状筋が丸みもっており、さらに

その筋が数本の放射状細脈により形成されて

いること、内腹縁部のきざみが少ないこと、

殻のふくらみが比較的に強いこと、しばしば

殻表にそめわけがみられることをあげている。

ここでは、殻のそめわけについては、化石の

保存状態にも関連するので、他地域のものと

の比較の対称としては考えないことにする。

私他とれらの他に、本If砿においてﾙi，殻

の成長に伴ない、箸るしい変異が規則的にみ

られることを加えたいと考える。

一般に幼形又は、産出時代の古いものでは

外形はいびつな亜四角型で、殻頂は殻長に対

してかなり後方に位慨する。歯板は、非対称

的にアーチする。普通前半分では水平的で、

殻頂下で急､に後方にむかってへ型に曲ってい

る。成長形又は、産出時代の新しいものでは．

外形は亜三角形で、殻頂はむしろ殻長に対し

て前よりの位置を示す。又歯板は、対称的に

アーチ（等脚台形状）する。この幼型と成長

型のみでは、別種の如き観を程するが中間移

行型も多く存在する。この成長に伴う変異は、

G.solida，G.matsumotoi，G・dens-

ilineata(速水1965のプレートよ

り）に表われているoG・haipensisは、

おそらく早期（幼型のtype)の型態を示し

ており、G・hokkaidoensisは、私の採

集標本では、後期（成長型のtype)が多い
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が、矢部、長尾（1928）の模式種は、幼

型の特徴が残されている。

イギリス・グリーンラント・のG・amhona-

tus(SOWERBY)や同じくG.sutlaev-

is(SOWERBY)(アブ・チアン）はG.sol-

idaの幼型に箸るしくにている。叉、ヨー

ロッパのネオコミアンのG.marullensis

はG.haipensisによ〈にた点が多い。

おそらく両者は、Glycymeritaにでは

なく、このHanaia亜属に加えられるもの

であろう。したがって、私は、この1通,naia

亜属が、おそらくタマキ貝属の中でもっとも

古い形態を示すものであると考えている。

Grlycymerita亜属

(G.multicostataのグループ）

本亜猿は、ニユージラント・の古第三系ダニ

アン階より産するG.concavaMARSHA-

I｣Lを模式種として1,INLAYとMARWICK

（1937）により設定された。

この亜属に属すると考えられる種には、

G.multicosuata(=G.hokkaidoen-

sisvar.multicostata^fG.mu-

IticostataSAITO)北海道アベシナ

イ上部白亜系函

G-iaponican.sp.M・S、

熊本県天草下島姫浦層群上部層上部（コ

ニアシアン？）

G･himenourensisn.sp．M,S・

熊本県天草梢島姫浦層群中部層下部（サ

ントニアン）

の3種がある。

Glycymerita亜属の特徴は、よくふ

くらんだ殻、肩の張りだした四角左外形、太

い突出した殻頂殻表の強い放射状筋、よく

発達した長い歯板と、水平的に長く延びた強

い歯を持つことである。

NICOL(1950)は、ネオコミアンの

種G,marullensisや、アブ．チアンのG.

suhlaevis(SOWERBY)G.ambo-

natus(SOWERBY)をGlycymerita

亜蛎に加えた侭また彼は、タマキ貝属の原始

的形態をこの亜属にもとめ、本亜属と、ヌノ

メアカガイ科(Cucullaeidae)の一属

Idonearcaとの共通点をあ吠その趨原

を論じた。しかし、模式種G・concavaと

上記三種は、その歯板椛造や、殻の表面装飾

で異たっている(Glycymeritaでは、

二次的放射状筋を欠くカミ前三種は、Hana-

ia,の特徴の一つにあげた二次筋が顕著であ

るo)

G・iaponicaM.S.は、模式種に形

が小さいことをのぞけば、箸るし〈似ており、

二次的放射筋もみられないoG.mullti-

costataもG.himenourensisM.S.

も共に二次筋を欠くが、模式種に比較し、や

や歯及び歯板の発達が弱い、そのため形は、

かなり丸みをもった四角形（等脚台形状）で

ある。アメリカ・カリフォルニアの上部白亜

系産のG.ve'atchiiGABBfctG.ia-

ponicaによく似るがやや歯の発達が弱い。

この種よりやや上部（マスト'ノヒシアン）に

産する同じくカルフオルニアのG・aplet-

osDAILAYandPOPENOEは、この

種よりさらに模式種に近い。このカリフォル

ニア産の二種も同様に二次筋を欠く。又、

PLENEX(1959)が極属に加えた

G，sut>concentrica(LAMARCK)

（パリ盆地・セノマニアン）も二次筋を欠く

ことが、彼女により述べられた。

日本産の本亜属に加えた種を、時御頃に配

列すると、古い種ほど歯板と歯の水平的な発
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達が弱く、外形は円形に近い四角形であり、

この亜属特有の肩のはりだしも弱い｡NICOL

は、この四角な外形、及び水平に発達した歯

と、ヌノメアカガイ貝のるい似点をのべたわ

けであるカミむしろこのｿ癖式Glycymerita

においては、後天的に得られた形質とみなす

べき要素が強い。

Veletuceta亜属

(Gamakusensisのグループ・）

(VO
｡mtxkusensis

Na&ac

ダｲﾌ゙ C

姫,菊"群）

本亜属は、現棲の種G.f,lammensR-

EEVEを模式として、IREDLE(1931)に

より設定された。日本近海に棲むソメヮケグ

リ（G、reevei（MAYER））。トト・ロキガイ

(G・fulgurata(DUNKER))_ベンケイ

ガイ(G・aユbo1ineata（LISCHKE））。

コタマキガイ(G・spurca(REEVE))などが

この亜属に加えられている（波部195l)o

PLENEX(1959)は、ヨーロッパ産白亜系

のタマキ貝陣鋳重をね亜属に加えているが､その

内、チユーロニアン階のものがもっとも古い。

日本近海の現棲Veletuceta亜属の共

通した特徴は、私の観察では､①外形が亜三

角形又は､いびつな四角形を示すこと。醗板

が台形状で､歯板及び歯の構造がHanaia亜

属の成長型に似ていること。③殻頂は､中央よ

りやや前方に位置し、比較的にシャープ・でか

なり突出していること。④殻表峨、ほとんどふ

くらみのない一次筋（筋と筋の間は細い溝状

で、丁度平滑な表面に細い放射状溝が発達し

たようにみえる）が、さらに7～8本の細か

な放射状細脈をたばねたような栂造を示して

いることR⑤三角型のじん帯受の山型の溝が、

不明瞭か、又は非常に弱いこと。があげられ

る。ところで、Glycymer!s亜属(タマ主貝

腐の模式亜属）とVeletuceta亜属のちが

いは、上記の①～⑤の特徴と比較すれば、

Glycymeris亜属では､①外形は累円型

もしくは、丸みをもった亜四角形｡②歯板は

｢弔瓜状によ〈曲り、小さな歯がより数多く配

列する｡③殻頂は小さくとがり、突出は弱い

殻長の中央か、や＆後方に位置し一般に後向

きである｡④殻表の放射状筋は、わずかでは

あるがﾒIみ､のあるふくらみを示し二次筋は著るし

〈弱いか、消滅している｡⑤三角形のじ/〈帯受

には、山形の溝が強くはっきりと残されている。

ことである。しかしながらGlycymeri唖匝属

に加えられている種の中で、タマキ貝(G・ve‐

stita(DUNKER)は、歯板構造では、Ve-

letucetaに近い。叉、ベニグリ(G.rot-

uhda(DUNKER)は、成長に応じて殻の後

が後方へのびるため殻頂が､前位置をとることが

ある。おそらく両者の間に雌系統的に密接

な関連があると思われる｡

さて､本邦上部白亜系のG.amakusensis

NAGAOにつﾊて、速水(1965)は、Give-

ymerita亜属に加えられると述べているが、

私の採集した標本(約300個）の観察結果で

は、三角形のじん帯受に､浅いが明隙な山型

の溝がみとめられることをのぞいてはVel-

etuceta亜属の特徴を満足する。

本種は、姫浦層群基底部がら中部層までの

巾広い分布を示しているが、その層位及び産

出地によって、かなり大きな変異がみられる。

その変異は下記の3つのタイプ・に玄とめるこ

とができる。しかしながら、それぞれのタイ

プ・の間には、明瞭な境目はみいだせない。

植田、古川(1959)は、本種を、三変種

（α、β､r)としてリストしているがおそ
らくこの個体変異をさしているものと思われ

る。これらの3タイプの共通点としては、台
形状の歯板、歯の形態、腹縁のきざみの数

殻長に対する歯板の長さの比じん帯受の形

態と殻頂の位置などがある。
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タイプA

姫浦層群基低部層～下部層下部に多くあら

われる。外形の丸みが強く、殻表の第一次筋

が、わずかにふくらむ。

タイプB

下部層上部～中部層下部に多い。外形はか

なり角ばったいびつな四角形叉は三角形で、

放射状第1次筋がかなりつよい‘,二次筋が弱

く不明僚。時に箸じるしい成長脈を伴う‘，

タイブC

中部層上部に多くあらわれる。現棲のVel－

etuceta(_ソメワケグリやベンケイガイ）

に、もっともよ〈にた外形をもち、月面状の

角が､その背縁部にあらわれる。放射状第1

次筋は傭とんど平滑で、2次細脈ははっきり

している。かなり大型（白亜紀のものとして

は）になり長さが5C//1をとえるものもある。

このタイプ・は古第三系のG.chishueneis(MA

KIYAMA)にもx<'似て1/､る（との古第三系の

種はおそらくVeletucetaに加えられる）

タイプBは、その外型及び表面装飾が、

Glycymerita亜属に近い。このタイプは、

amakusensisの模式的産地産のものに多く

NAOAOのプレートにみられる種はお､そら〈

とのタイプ．である。

又、福島県の双葉層より産する種（斉藤

1962によりG､Ⅱ皿ﾕticostataとして、

a.hokkaidoensisvar・multicostata

に対比され、種として昇格されたもの）は、

お､そら〈タイプ'AにふくまれるQ.a』唾kuSenSis

である。

Gmif､unensisn.sp.M.S.

について

本種は、御船層群下部層中部（チューロニ

アン）のAcanthotrigoniamashikensis

TAMURAandTASHIRO帯より産する。

iﾅunensis

n.sp.州,s、

”秘所稗）

本種は最初、0.amakusensisとしてリス

トされた（田村、田代1965)。本種は、

これ凌でに記載されている多くのタマキ貝展

の中では、次のような特殊な性質を示してい

る。

①ふつうのタマキ貝属は、三角形のじん帯

受の頂点は、中央か、又は後方にあるが、本

種では、中央よりはるかに前方に位置してい

る。

②投頂が、殻長に対して、かなり前よりて

ある。

③殻表は、非常に細かな放射筋（1〃中

に約7本のみ）である◎

との3点をのぞけば他の性質はVeletuceta

亜属に近い。

本種は、おそらく、これ蚤でのタマキ貝属

のどの亜属にもあてはまらない。交姻と③

の特ちようは、タマキ貝科においても、特徴

のあるものである。私は、本種を模式とした

新亜属の設定を考えている。

Limopsis.sp．，蛍,論W癖フ

和泉層群産の2種について

市川、前田（1958）によって記載され

たG.kogataとG.shimonadensis. 私
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は、その産地を探し出せず、転石中の破片を

うるだけにとどまったため、ここで、との両

極についてふれることは心苦しいのであるが

両氏の論文とプレートより得た知識では、私

が天草下島のG.japonica帯より得た種で

おそら<LimopsisMCオオシラスナガイ属）

に加えられる種と一致する点が多い。それら

の共通点は。腹縁のきざみを欠くこと、殻表

の放射筋を欠くこと、非常に小型(ic肌以下〕

で、四角な外形を有すること。殻頂がほとん

ど突出せず、背縁の線エリ下方に位置するこ

と、などである。叉、市川、前田の論文中に

は、じん帯受についての記載がなされていな

いが、天草下島産のものには、Limopsis

特有の三角型に凹んだ小さいじん帯受が、殻

頂下に存在する。これらが、同種、又は同属

の種であるとすれば、和泉層群の二種は、

Limopsisに加えるべきであろう。

まとめ

本研究の結論として下の5点を考えている

①ﾀﾏｷ貝属の原始的な形態はGlycymerita

ではな<Hanaia亜属と,思われる。

②Veletuceta亜属はHanaia亜属

の極の成長形との関連が深い。

③Glycymerita亜属は、J部白亜系に特

徴的な程で、Veletuceta亜属との関連が深

い。

④G.amakusensisは、古第三系の

Veletucetaとの関連が強く現棲veﾕetuceta

亜属にもっとも関係の深い白亜系タマキ貝の

一つと,思われる。

⑤G.mifunensisは、下表の如く、下

部白亜紀型のHanaiaに代って､Veletuceta

Glycymeritaと共にあらわれた上部白亜

型のタマキ貝属の一つであろう。

彫maja

下部白亜侭
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上 部白亜紀現在

私は、今後、さらにこれらの資料を詳細に

検討し、私の考え方の正当性を吟味していく

つもりである。

完
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13.14.Q-.âcymeボヘ)n.ulticpstixtixH*(kAO¥S,¥i.¥7.Hfr(Y.)̂Hia/<M.Sen.S|5焔榊0

グ

一一季

①唖■q■■q凸一ゆ凹CQ■喧一一男｡■.､■凸包り…U…■－，■■ﾛ庁寺■

i2

－12－




